
　
　
　

は
じ
め
に

　

近
世
前
期
に
江
戸
の
本
屋
か
ら
出
版
さ
れ
た
い
わ
ゆ
る
「
江
戸
版
」
に
つ
い
て

は
、
京
都
や
大
坂
の
本
屋
か
ら
出
版
さ
れ
た
「
上
方
版
」
と
は
異
な
っ
た
様
式
に

関
心
が
向
け
ら
れ
、
近
年
多
く
の
研
究
が
発
表
さ
れ
て
い
る
。
な
か
で
も
、
柏
崎

順
子
氏
に
よ
る
、「
江
戸
版
考
」

（
１
）、「

江
戸
版
考　

其
二
」

（
２
）

を
は
じ
め
と
す
る
一
連

の
研
究
は
、
学
界
に
お
け
る
江
戸
版
に
つ
い
て
の
知
見
を
従
来
よ
り
格
段
に
増
加

さ
せ
た
。

　

筆
者
も
ま
た
、「
近
世
前
期
江
戸
版
の
本
文
版
下
」

（
３
）、「

江
戸
版
御
伽
草
子
の
本

文
―
近
世
前
期
に
お
け
る
江
戸
版
本
文
の
特
性
（
1
）
―
」

（
４
）

他
、
一
連
の
論
を
発

表
し
、
江
戸
版
独
自
の
特
徴
と
さ
れ
る
書
風
・
字
体
を
生
ん
だ
版
下
の
問
題
や
、

江
戸
版
本
文
の
特
性
な
ど
、
主
に
版
下
作
成
に
関
わ
る
諸
問
題
に
つ
い
て
の
研
究

を
お
こ
な
っ
て
き
た
。

　

両
者
の
成
果
を
あ
わ
せ
る
と
、
江
戸
版
に
つ
い
て
は
、
お
よ
そ
次
の
よ
う
な
こ

と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
と
い
え
る
。
最
も
重
要
な
こ
と
は
、
柏
崎
氏
が
明
ら
か
に

さ
れ
た
よ
う
に
、
近
世
前
期
、
江
戸
の
本
屋
と
上
方
の
本
屋
の
間
で
の
提
携
関
係

が
想
像
以
上
に
強
か
っ
た
こ
と
、
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
に
よ
っ
て
、
従
来
の
「
海
賊

古
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―
近
世
前
期
江
戸
出
版
に
お
け
る
〈
江
戸
〉
意
識
の
萌
芽
（
１
）
―

版
」
云
々
と
い
っ
た
江
戸
版
に
た
い
す
る
評
価
に
再
検
討
が
必
要
と
な
っ
た
こ
と

は
言
う
ま
で
も
な
い
。
ま
た
、
従
来
江
戸
版
の
独
自
性
と
し
て
強
調
さ
れ
て
き
た

書
風
が
、
基
本
的
に
は
当
時
の
標
準
書
流
で
あ
っ
た
御
家
流
の
範
疇
に
お
さ
ま
る

可
能
性
が
高
い
こ
と
、
あ
る
い
は
、
江
戸
版
の
本
文
が
上
方
版
に
比
べ
て
も
意
外

な
ほ
ど
に
良
好
な
本
文
を
備
え
て
い
る
こ
と
、
な
ど
も
明
ら
か
に
な
っ
た
。
こ
れ

ら
は
一
つ
目
の
上
方
の
本
屋
と
の
連
携
の
あ
り
か
た
と
も
関
わ
っ
て
い
る
可
能
性

が
高
い
。

　

し
か
し
、
以
上
の
こ
と
を
差
し
引
い
て
も
、
や
は
り
近
世
前
期
の
江
戸
出
版
物

の
あ
る
種
の
も
の
か
ら
は
、
上
方
版
に
な
い
「
独
特
」
の
雰
囲
気
が
う
か
が
え
る

こ
と
は
否
定
で
き
な
い
。
上
方
と
江
戸
の
本
屋
の
連
携
が
予
想
以
上
に
大
き
け
れ

ば
大
き
い
だ
け
、
で
は
、
江
戸
の
本
屋
が
「
江
戸
」
を
意
識
し
は
じ
め
た
の
は
い

つ
こ
ろ
か
ら
な
の
か
、「
江
戸
」
ら
し
さ
は
ど
こ
か
ら
も
た
ら
さ
れ
た
の
か
、
と

い
う
問
題
が
浮
か
び
上
が
っ
て
く
る
。

　

本
稿
で
は
、
こ
の
問
題
を
考
え
て
い
く
手
始
め
と
し
て
、『〈
江
戸
〉
新
用
文
章
』

と
い
う
往
来
物
版
本
を
と
り
あ
げ
、
そ
の
実
態
を
解
明
し
て
み
た
い
。

母　

利　

司　

朗
一

古
版
『
用
文
章
』
再
考



　
　
　

一　
『〈
江
戸
〉
新
用
文
章
』
と
は
何
か

　

本
稿
で
と
り
あ
げ
る『〈
江
戸
〉新
用
文
章
』の
書
誌
を
記
す（
以
下
、架
蔵
本
①
、

と
呼
ぶ
。
図
１
・
図
２
・
図
３
・
図
４
）。

［
書
型
］
大
本
、
上
巻
一
冊
。
縦
二
十
六
・
七
×
横
一
八
・
一
糎
。［
表
紙
］
縹

色　

卍
繋
地
牡
丹
紋
様
。［
題
簽
］
原
簽
。
表
紙
左
肩
に
「
江
戸
（
角
書
）

新
用
文
章　

上
」。［
内
題
］「
新
板
用
文
障　

上
」。［
柱
刻
］「
用
文　

上
一（
〜

廿
四
終
）」。［
丁
数
］
二
十
四
丁
。［
刊
記
］「
明
暦
三
年
松
曾
開
板
」。
裏
表

紙
見
返
し
に
、「
寛
文
拾
年　

斎
藤
□
四
良
（
花
押
）」
と
墨
書
き
あ
り
。

　

本
書
に
つ
い
て
は
、
筆
者
は
、
す
で
に
「『
用
文
章
』
古
版
考
―
近
世
初
期
往

来
物
拾
遺
（
１
）
―
」

（
５
）（

以
下
、「
旧
稿
」
と
呼
ぶ
）
と
い
う
論
の
中
で
、
架
蔵
本

①
と
、
そ
の
元
に
な
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
版
本
と
の
書
誌
的
な
比
較

考
察
を
お
こ
な
っ
た
。
ま
た
、
そ
も
そ
も
こ
の
『
用
文
章
』
と
い
う
も
の
が
、
近

世
出
版
史
上
、
ど
の
よ
う
な
意
味
を
も
つ
の
か
、
に
つ
い
て
も
、
当
時
見
る
こ
と

の
で
き
た
資
料
の
範
囲
で
可
能
な
か
ぎ
り
の
こ
と
を
考
え
て
み
た
。

　

本
稿
に
お
い
て
は
、
そ
の
後
あ
ら
た
に
出
現
し
た
資
料
を
加
え
な
が
ら
、
あ
ら

た
め
て
本
書
を
と
り
あ
げ
、
上
方
版
と
江
戸
版
の
問
題
の
俎
上
に
も
う
一
度
こ
れ

を
載
せ
て
み
よ
う
と
考
え
る
。「
古
版『
用
文
章
』再
考
」と
題
し
た
ゆ
え
ん
で
あ
る
。

論
の
都
合
上
、
旧
稿
と
重
な
る
部
分
の
出
て
く
る
こ
と
を
諒
と
せ
ら
れ
た
い
。

　

な
お
、
旧
稿
発
表
以
後
、
小
泉
吉
永
氏
が
も
う
一
本
を
所
蔵
さ
れ
て
い
る
こ
と

が
わ
か
っ
た
（
以
下
、
小
泉
本
①
、
と
呼
ぶ
。）。

［
書
型
］大
本
、上
巻
一
冊
。
縦
二
十
六
・
四
×
横
一
八
・
四
糎
。［
表
紙
］縹
色
。

表
紙
模
様
不
明
。［
題
簽
］な
し
。［
内
題
］「
新
板
用
文
障　

上
」。［
柱
刻
］「
用

文　
　

上
一
（
〜
廿
四
終
）」。
丁
数
］
二
十
四
丁
。［
刊
記
］「
明
暦
三
年
松

曾
開
板
」。
オ
モ
テ
表
紙
見
返
し
の
紙
が
は
が
れ
た
所
に
、「
酉
年
／
延
宝
九

／
二
月
十
八
日
」、
見
返
し
紙
裏
側
に
「
新
用
文
章
」、
ウ
ラ
表
紙
見
返
し
紙

の
余
白
に
、「
江
戸
下
谷
広
徳
寺
内
／
円
照
院
中　

宗
聯
／
新
用
文
章
／
延

宝
九
」
と
墨
書
き
。
見
返
し
余
白
の
紙
裏
他
に
も
「
新
用
文
章
」
と
墨
書
き

多
数
。

　

小
泉
本
①
に
は
、
現
在
、
題
簽
が
つ
い
て
い
な
い
が
、
表
紙
の
見
返
し
に
落
書

き
風
に
墨
書
き
さ
れ
た
「
新
用
文
章
」
と
い
う
文
字
は
、
当
時
表
紙
に
貼
ら
れ
て

い
た
題
簽
の
書
名
を
写
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
架
蔵
本
①
の
よ
う
な
「
江
戸
」

と
い
う
角
書
き
が
あ
っ
た
か
ど
う
か
は
わ
か
ら
な
い
が
、
少
な
く
と
も
『
新
用
文

章
』
と
記
さ
れ
た
題
簽
が
貼
ら
れ
て
い
た
こ
と
だ
け
は
間
違
い
な
い
。
こ
の
墨
書

き
は
ま
た
、
こ
の
版
本
が
江
戸
で
出
版
さ
れ
、
江
戸
の
地
で
読
ま
れ
て
い
た
こ
と

の
何
よ
り
の
証
拠
で
あ
る
。

　

両
本
、
現
物
同
士
を
子
細
に
見
比
べ
た
が
、
同
じ
版
木
に
よ
っ
て
刷
ら
れ
た
も

の
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
小
泉
本
①
の
方
が
早
印
。
紙
質
は
、
小
泉
本
①

は
当
時
の
上
方
版
に
よ
く
あ
る
薄
手
の
楮
紙
。
架
蔵
本
①
は
、
や
や
厚
ぼ
っ
た
い

楮
紙
。
と
も
に
後
の
典
型
的
な
江
戸
版
に
よ
く
使
わ
れ
る
用
紙
で
は
な
い
。

　

京
都
版
の
売
り
捌
き
所
で
な
い
、
と
い
う
意
味
で
の
、
江
戸
に
お
け
る
独
自
の

商
業
出
版
の
は
じ
ま
り
は
、
柏
崎
氏
の
研
究
に
よ
り
、
伊
勢
国
か
ら
移
っ
て
き
た

松
会
市
郎
兵
衛
に
よ
る
明
暦
前
後
か
ら
で
あ
る
と
さ
れ
る
が
、
そ
の
時
期
の
版
下

の
ス
タ
イ
ル
に
は
、後
の
江
戸
版
ら
し
さ
は
ま
だ
現
れ
て
い
な
い
。
本
書『〈
江
戸
〉

新
用
文
章
』
は
、
そ
の
よ
う
な
江
戸
に
お
け
る
商
業
出
版
の
黎
明
期
、
松
会
と
い

う
本
屋
に
と
っ
て
も
出
版
の
は
じ
ま
っ
た
ま
さ
に
開
業
期
の
明
暦
三
年
に
出
版
さ
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図
４

図
２

図
３

図
１

三
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れ
た
も
の
で
あ
る
。
な
お
、
柏
崎
氏
の
「
松
会
三
四
郎 

其
二
」

（
６
）

で
は
、

ち
な
み
に
明
暦
三
年
刊
『
新
用
文
章
』
は
「
松
会
開
版
」
の
刊
記
を
有
す
る

が
、
そ
の
刊
記
部
分
は
後
か
ら
入
木
し
た
可
能
性
が
高
く
、
明
暦
三
年
と
い

う
刊
記
を
そ
の
ま
ま
信
用
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
本
で
あ
る
。

と
の
指
摘
が
あ
る
。
こ
れ
は
、
後
に
述
べ
る
よ
う
に
、
本
版
の
覆
刻
の
元
と
な
っ

た
も
の
に
、上
方
版
と
思
わ
れ
る
『〈
か
わ
り
〉
新
用
文
章
』
と
い
う
版
本
が
あ
り
、

そ
こ
に
明
暦
三
年
と
い
う
年
号
を
記
し
た
刊
記
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
、
と
い

う
前
提
に
立
た
れ
た
推
測
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
、そ
の
可
能
性
は
き
わ
め
て
高
い
。

し
か
し
、
こ
れ
も
ま
た
後
で
述
べ
る
よ
う
に
、『〈
か
わ
り
〉
新
用
文
章
』
の
伝
存

本
に
つ
い
て
は
、何
種
か
の
版
種
が
あ
る
一
方
で
、上
巻
し
か
伝
わ
っ
て
い
な
か
っ

た
り
、
下
巻
が
あ
る
も
の
の
、
か
な
り
の
後
刷
の
た
め
か
元
々
の
刊
記
の
有
無
自

体
が
不
明
で
あ
っ
た
り
、
と
い
う
よ
う
に
、
肝
心
の
刊
記
の
状
態
を
確
認
す
る
こ

と
が
む
つ
か
し
い
状
態
に
あ
る
。よ
っ
て
、厳
密
に
は
、架
蔵
本
①
の
落
書
き
よ
り
、

少
な
く
と
も
寛
文
十
年
以
前
に
は
出
版
さ
れ
て
い
た
版
本
、
と
い
う
こ
と
し
か
で

き
な
い
の
で
あ
る
が
、
寛
文
こ
ろ
に
続
々
と
出
版
さ
れ
た
松
会
の
刊
記
の
体
裁
と

は
明
ら
か
に
異
な
っ
た
刊
記
を
備
え
て
お
り
、
元
版
と
な
っ
た
上
方
版
に
あ
っ
た

可
能
性
の
高
い
「
明
暦
三
年
」
か
ら
そ
う
遅
れ
る
こ
と
な
く
覆
刻
出
版
さ
れ
た
も

の
と
見
て
よ
い
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
る
。

　

と
こ
ろ
で
、
こ
の
『〈
江
戸
〉
新
用
文
章
』
に
つ
い
て
は
、
当
時
の
出
版
目
録

に
記
載
さ
れ
る
書
目
の
ど
れ
に
あ
た
る
の
か
、
と
い
う
こ
と
さ
え
、
実
は
今
一
つ

は
っ
き
り
と
し
て
い
な
い
。
最
も
初
期
の
出
版
目
録
の
一
つ
、
寛
文
六
年
頃
刊
行

と
さ
れ
る
『
和
漢
書
籍
目
録
』
の
「
廿
一　

往
来
物
並
手
本
」
部
に
は
、「
用
文
章
」

「
習
文
章
」「
教
文
章
」「
都
文
章
」「
当
用
集
」「
両
仮
名
手
本
」「
江
戸
文
章
」「
初

心
文
章
」「
新
用
文
章
」「
日
用
文
章
」
と
い
う
一
連
の
『
用
文
章
』
類
が
並
ん
で

い
る
。

　

で
は
、『〈
江
戸
〉
新
用
文
章
』
が
こ
の
中
の
ど
れ
に
あ
た
る
の
か
と
い
え
ば
、

題
簽
か
ら
は
「
新
用
文
章
」
も
し
く
は
「
江
戸
文
章
」
が
連
想
さ
れ
る
し
、
内
題

の
「
新
板
用
文
障
」
か
ら
は
「
用
文
章
」
が
連
想
さ
れ
る
。
小
泉
本
①
に
、
落
書

き
風
に
「
新
用
文
章
」
と
墨
書
き
さ
れ
、
架
蔵
本
の
題
簽
に
大
き
く
記
さ
れ
て
い

る
の
も
「
新
用
文
章
」
で
あ
る
こ
と
に
よ
れ
ば
、
本
来
は
、「
新
用
文
章
」
と
い

う
名
で
呼
ぶ
べ
き
版
本
、
と
見
る
べ
き
な
の
で
あ
ろ
う
。

　

近
世
初
期
の
出
版
物
に
つ
い
て
、
最
も
詳
細
に
出
版
状
況
を
知
る
こ
と
の
で
き

る
も
の
と
し
て
、『
江
戸
時
代
初
期
出
版
年
表
［
天
正
十
九
年
〜
明
暦
四
年
］』（

７
）が

あ
る
。
本
書
は
、
そ
の
中
に
、

新
用
文
章

　
［
刊
記
］
明
暦
三
年
松
会
開
版

　
［
所
蔵
］
母
利
司
朗
（『
増
補
松
会
版
書
目
』
図
版
22
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

…
「
明
暦
二
年
」
の
項

新
用
文
章

　
［
刊
記
］
明
暦
三
年
松
会
開
版
（『
増
補
松
会
版
書
目
』
図
版
13
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

…
「
明
暦
三
年
」
の
項

と
、
や
や
情
報
の
錯
綜
し
た
形
で
記
さ
れ
て
い
る
も
の
に
あ
た
る
。

　

同
書
の
「
凡
例
」
を
見
る
と
、
書
名
に
つ
い
て
は
、「
基
本
的
に
は
原
題
箋
の

外
題
に
拠
っ
て
い
る
が
、
外
題
・
内
題
に
極
端
に
違
い
が
あ
る
も
の
、
も
し
く
は

掲
載
書
名
と
か
な
り
表
現
の
異
な
る
別
書
名
が
あ
る
も
の
に
関
し
て
は
、
書
名
下

に
〈　

〉
に
入
れ
て
示
し
た
。」
と
あ
る
が
、
本
書
に
か
ぎ
っ
て
い
え
ば
、
た
ま

四
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た
ま
情
報
の
拠
っ
た
『
増
補
松
会
版
書
目
』
に
記
さ
れ
て
い
る
書
名
が
「
新
用
文

章
」
で
あ
っ
た
、
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。

　
　
　

二　

松
会
の
出
版
し
た
二
種
の
『
新
用
文
章
』

　

と
こ
ろ
で
、
旧
稿
で
す
で
に
指
摘
し
た
こ
と
だ
が
、
同
じ
松
会
の
刊
記
が
記
さ

れ
た
、
一
見
、
こ
の
下
巻
に
相
当
す
る
と
思
わ
れ
る
も
の
が
知
ら
れ
て
い
る
。
岡

村
金
太
郎
の
『
往
来
物
分
類
目
録
』（
大
正
十
一
年
刊
）
に
、

新
板
用
文
障（
マ
マ
）下
巻（
上
巻
欠
）　

諸
証
文
認
様
、義
経
含
状
等
ヲ
載
ス
。

明
暦
頃
刊
歟
（
文
中
、
例
ト
シ
テ
明
暦
二
年
ノ
字
ア
リ
）。

と
あ
る
も
の
で
、
岡
村
の
記
し
た
伝
本
は
、
現
在
、
東
京
大
学
綜
合
図
書
館
が
所

蔵
す
る
（
以
下
、
東
大
本
、
と
呼
ぶ
。）。

［
書
型
］大
本
、下
巻
一
冊
。
縦
二
十
六
・
八
×
横
一
八
・
三
糎
。［
表
紙
］改
装
。

薄
い
茶
色
が
か
っ
た
灰
色
無
地
。［
題
簽
］「
新
板
用
文
障
」
と
墨
書
き
。
後

補
。［
内
題
］「
新
板
用
文
障　

下
」。［
柱
刻
］「
用
文　

下
二（
〜
廿
）」。
所
々

破
損
し
て
判
読
不
能
の
箇
所
あ
り
。［
丁
数
］
二
十
丁
。［
刊
記
］「
松
曾
板
」。

　

な
お
、
こ
の
東
大
本
と
同
板
と
思
わ
れ
る
も
の
に
、
小
泉
吉
永
氏
蔵
本
（
以
下
、

小
泉
本
②
、
と
呼
ぶ
。
図
５
・
図
６
）
が
あ
る
。
と
も
に
下
巻
だ
け
し
か
残
っ
て

い
な
い
。

　

旧
稿
で
は
、
第
一
章
で
見
た
上
巻
だ
け
の
も
の
と
、
こ
の
下
巻
だ
け
の
も
の
を
、

一
対
の
上
下
巻
と
考
え
た
が
、「
松
曾
板
」
と
刊
記
の
あ
る
下
巻
は
、
内
題
の
次

に
記
さ
れ
た
目
録
の
漢
数
字
が
□
の
中
に
記
さ
れ
て
い
る
点
一
つ
を
と
っ
て
も
、

先
の
「
明
暦
三
年
松
曾
開
板
」
の
刊
記
の
あ
る
上
巻
だ
け
の
『〈
江
戸
〉
新
用
文

図
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章
』
と
は
、
明
ら
か
に
別
版
で
あ
る
。
同
じ
松
会
が
出
版
し
た
『
新
用
文
章
』
に

も
、
偶
然
上
巻
だ
け
が
残
っ
た
架
蔵
本
①
・
小
泉
本
①
の
よ
う
な
版
本
と
、
こ
れ

ま
た
偶
然
下
巻
だ
け
が
残
っ
た
東
大
本
・
小
泉
本
②
の
よ
う
な
版
本
の
、
版
を
異

に
す
る
二
種
類
が
あ
っ
た
、
と
い
う
こ
と
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　

そ
れ
に
し
て
も
、「
新
板
用
文
障　

下
」
と
内
題
の
あ
る
も
の
の
末
に
「
松
曾

板
」
と
い
う
刊
記
が
あ
る
の
は
良
い
と
し
て
も
、「
新
板
用
文
障　

上
」
と
あ
る

も
の
の
末
に
「
明
暦
三
年
松
曾
開
板
」
と
い
う
刊
記
が
記
さ
れ
て
い
る
の
は
不
審

で
あ
る
。
こ
れ
に
似
た
も
の
と
し
て
、『
和
漢
朗
詠
集
』
の
上
巻
に
「
松
曾
開
板
」

も
し
く
は
「
栃
木
屋
清
兵
衛
（
埋
木
）
開
板
」
と
刊
記
（
最
終
丁
第
四
十
丁
ウ
ラ
）

の
あ
る
例
を
あ
げ
る
こ
と
も
で
き
る
が
、
こ
の
場
合
は
、
下
巻
末
に
刊
記
が
な
く
、

な
ん
ら
か
の
理
由
で
、
本
来
下
巻
末
に
置
か
れ
る
べ
き
刊
記
が
上
巻
末
に
置
か
れ

た
だ
け
の
こ
と
に
す
ぎ
な
い
。
本
書
に
つ
い
て
は
、
な
ぜ
こ
の
よ
う
に
な
っ
て
い

る
の
か
、
現
段
階
で
は
う
ま
く
説
明
で
き
な
い
で
お
り
、
こ
こ
で
は
、
不
審
で
あ

る
こ
と
を
指
摘
す
る
に
と
ど
め
て
お
き
た
い
。

　
　
　

三　
『
新
用
文
章
』
の
伝
本

　

さ
て
、先
に
触
れ
た
『
江
戸
時
代
初
期
出
版
年
表
［
天
正
十
九
年
〜
明
暦
四
年
］』

に
よ
れ
ば
、
明
暦
四
年
ま
で
の
出
版
物
で
、
こ
の
『〈
江
戸
〉
新
用
文
章
』
の
よ

う
な
、「
江
戸
」
を
冠
し
、
上
方
で
は
な
い
「
江
戸
」
の
出
版
で
あ
る
こ
と
を
意

識
さ
せ
る
書
名
を
も
つ
出
版
物
は
見
当
た
ら
な
い
。
正
体
の
は
っ
き
り
し
な
い
出

版
物
で
は
あ
る
が
、
と
に
も
か
く
に
も
、
こ
の
『〈
江
戸
〉
新
用
文
章
』
こ
そ
が
、

商
業
出
版
の
は
じ
ま
っ
た
ば
か
り
の
江
戸
に
お
い
て
、「
江
戸
」
を
意
識
さ
せ
る

外
見
を
そ
な
え
た
最
初
の
出
版
物
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
の
で
あ
る
。

　

し
か
し
そ
れ
で
は
、『〈
江
戸
〉
新
用
文
章
』
は
、
松
会
が
独
自
に
出
版
し
た
オ

リ
ジ
ナ
ル
な
本
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
近
年
の
柏
崎
氏
の
研
究
に
よ
っ
て
、
多
く

の
江
戸
版
は
、
上
方
の
本
屋
と
の
提
携
関
係
の
中
で
、
そ
の
原
稿
と
な
る
版
本
の

提
供
を
受
け
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
て
い
る
。『〈
江
戸
〉
新
用
文
章
』
も

ま
た
そ
の
よ
う
に
出
版
さ
れ
た
可
能
性
が
高
い
と
思
わ
れ
る
。

　

旧
稿
に
お
い
て
は
、「〈
か
わ
り
〉
新
用
文
章
」
と
い
う
題
簽
を
も
つ
、
当
時
把

握
で
き
て
い
た
た
だ
一
つ
の
伝
本
で
あ
る
龍
谷
大
学
図
書
館
本
の
よ
う
な
も
の
を

元
と
し
て
覆
刻
し
た
の
が『〈
江
戸
〉新
用
文
章
』で
あ
る
、と
考
え
た
。『〈
か
わ
り
〉

新
用
文
章
』
と
『〈
江
戸
〉
新
用
文
章
』
に
は
、
本
文
の
手
紙
文
中
に
、
明
暦
二

年
の
年
号
が
あ
る
が
、
後
に
、
文
中
に
寛
文
二
年
の
年
号
を
も
つ
版
が
作
ら
れ
た

よ
う
に
、明
暦
二
年
を
遡
る
、た
と
え
ば
寛
永
□
年
と
い
う
年
号
を
も
つ
版
が
あ
っ

た
の
で
あ
り
、
そ
れ
が
『
用
文
章
』。
こ
の
明
暦
二
年
を
記
す
版
が
『
新
用
文
章
』

で
あ
る
、
と
推
測
し
て
み
た
。
あ
く
ま
で
も
『〈
か
わ
り
〉
新
用
文
章
』
を
上
方

版
と
仮
定
し
た
上
で
の
推
論
で
あ
っ
た
。

　

と
こ
ろ
が
、
そ
れ
か
ら
三
十
年
近
く
が
た
ち
、
こ
れ
ら
広
く
『
新
用
文
章
』
と

称
し
て
も
よ
い
版
本
に
は
、さ
ら
に
様
々
な
異
版
の
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
り
、

旧
稿
の
よ
う
に
単
純
に
は
考
え
ら
れ
な
い
こ
と
も
わ
か
っ
て
き
た
の
で
あ
る
。
新

た
に
見
い
だ
さ
れ
た
伝
本
の
多
く
は
小
泉
吉
永
氏
の
所
蔵
に
な
る
も
の
で
あ
り
、

筆
者
も
、
そ
の
後
、
二
種
類
の
異
版
を
見
い
だ
し
た
。

小
泉
氏
は
、
こ
れ
ら
を
「
明
暦
板
系
統
」
と
括
り
、
そ
れ
に
は
、

（
1
）
明
暦
三
年
・
松
会
板
（
外
題
『〈
江
戸
〉
新
用
文
章
』）

（
2
）
明
暦
頃
・
松
会
板
異
板
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（
3
）
明
暦
頃
刊
異
板
（
少
な
く
と
も
三
種
。
う
ち
一
本
の
外
題
は
『〈
か
わ

　
　

り
〉
新
板
用
文
章
』）

（
4
）
万
治
三
年
・
山
本
板

（
5
）
寛
文
六
年
・
秋
田
屋
板
（
外
題
『
新
板
用
文
章
』）

（
6
）
江
戸
前
期
刊
『〈
新
判
〉
新
用
字
尽
』  （『
往
来
物
解
題
辞
典
』）

の
八
種
が
あ
る
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

（
８
）

第
一
章
で
見
た
上
巻
だ
け
の
伝
存
す
る
版

種
が
（
１
）、
第
二
章
で
見
た
下
巻
だ
け
の
伝
存
す
る
版
種
が
（
２
）
に
あ
た
る
。

ど
ち
ら
に
も
松
会
の
刊
記
が
あ
り
、江
戸
で
の
出
版
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。

　

本
稿
で
問
題
と
す
る
の
は
、（
１
）（
２
）（
３
）
相
互
の
関
係
で
あ
る
。
と
も

に
松
会
の
出
版
し
た
（
１
）
と
（
２
）
は
、
別
版
で
あ
る
こ
と
が
す
で
に
明
ら
か

に
な
っ
て
い
る
。
残
る
問
題
は
、（
１
）（
２
）
の
『〈
江
戸
〉
新
用
文
章
』
と
（
３
）

の『〈
か
わ
り
〉新
用
文
章
』と
の
関
係
で
あ
る
。
は
た
し
て（
３
）は
、本
当
に（
１
）

（
２
）
の
元
版
な
の
か
。
ま
た
、（
３
）
は
上
方
版
な
の
か
、
と
い
う
問
題
で
あ
る
。

　

旧
稿
を
記
し
た
さ
い
に
『〈
か
わ
り
〉
新
用
文
章
』
の
伝
本
と
し
て
確
認
で
き

た
も
の
は
、わ
ず
か
に
龍
谷
大
学
図
書
館
蔵
本
の
一
本
だ
け
で
あ
っ
た
。
現
在
は
、

『〈
か
わ
り
〉
新
用
文
章
』
と
い
う
題
簽
を
付
け
た
も
の
だ
け
で
も
次
の
二
点
（
小

泉
本
③
④
）
が
み
つ
か
っ
て
い
る
。

小
泉
本
③
（
図
７
・
図
８
）

［
書
型
］
大
本　

上
巻
一
冊
。
縦
二
十
五
・
六
×
横
一
八
・
二
糎
。［
表
紙
］
黒

色
卍
繋
地
牡
丹
文
。［
題
簽
］「〈
か
わ
り
〉
新
用
文
章
（
下
部
欠
）」。［
内
題
］

「
新
板
用
文
障　

上
」。［
柱
刻
］「
用
文　

上
一
（
〜
廿
四
終
）」。［
丁
数
］

二
十
四
丁
。［
刊
記
］
な
し
。

小
泉
本
④
（
図
９
・
図
10
）

［
書
型
］
大
本　

上
巻
一
冊
。
縦
二
十
四
・
〇
×
横
一
八
・
二
糎
。［
表
紙
］
縹

色
無
地
。［
題
簽
］「〈
か
わ
□
〉
新
用
文
章　

上
」。［
内
題
］「
新
板
用
文
障

　

上
」。［
柱
刻
］「
用
文　

上
一
（
〜
十
六
）」。
十
七
丁
以
下
欠
。［
丁
数
］

十
六
丁
。［
刊
記
］
な
し
。

　

ま
た
、『〈
江
戸
〉
新
用
文
章
』
か
『〈
か
わ
り
〉
新
用
文
章
』
の
板
木
を
用
い

て
か
な
り
後
に
出
版
さ
れ
た『
男
用
文
章
大
成
』と
い
う
題
簽
を
も
つ
一
冊
本（
上

下
揃
い
）（
以
下
、
小
泉
本
⑤
、
と
呼
ぶ
。）、

［
書
型
］
大
本　

上
下
巻
一
冊
。
縦
二
十
五
・
五
×
横
一
八
・
六
糎
。［
表
紙
］

縹
色
無
地
。［
題
簽
］「
男
用
文
章
大
成
」。［
内
題
］
な
し
。
目
録
な
し
。［
柱

刻
］「
用
文　

上
二

（
マ
マ
）（

〜
廿
四
終
）」、「
下
二
（
〜
十
七
）」。「
板
行
目
録
」［
丁

数
］
三
十
九
丁
。［
刊
記
］
巻
末
に
「
京
都
書
林　

寺
町
通
三
条
上
ル
町
北

ノ
角　

菊
屋
安
兵
衛
」
の
広
告
一
丁
。
ウ
ラ
表
紙
見
返
し
に
、「
書
肆　

□

□
□
町　

絹
屋
□
兵
衛
」
と
か
ろ
う
じ
て
判
読
で
き
る
半
丁

お
よ
び
、『
新
用
文
章
』
類
の
伝
存
本
の
中
で
、万
治
か
ら
延
宝
頃
の
い
わ
ゆ
る
「
江

戸
版
」
に
特
徴
的
な
紙
（
毛
羽
立
ち
、
わ
ず
か
な
が
ら
髪
の
混
入
も
あ
り
）
に
刷

ら
れ
た
唯
一
の
伝
本
（
以
下
、
小
泉
本
⑥
、
と
呼
ぶ
。）
も
比
較
検
討
の
対
象
に

加
え
た
。

［
書
型
］
大
本　

上
巻
一
冊
。
縦
二
十
七
・
三
×
横
一
九
・
〇
糎
。［
表
紙
］
黒

色
卍
繋
地
牡
丹
文
。
た
だ
し
表
皮
ほ
と
ん
ど
剥
落
。［
題
簽
］な
し
。［
内
題
］

「
新
板
用
文
障　

上
」。［
柱
刻
］「
用
文　
　

上
一
（
〜
廿
四
終
）」。
第
十
二

丁
、
第
二
十
四
丁
欠
。［
丁
数
］
二
十
二
丁
。［
刊
記
］
な
し
。

　
（
４
）
の
万
治
三
年
刊
山
本
九
左
衛
門
版
（
下
巻
の
み
。
架
蔵
本
）
は
、
明
暦

三
年
に
出
版
さ
れ
た
松
会
版
に
つ
い
で
刊
年
を
明
記
し
た
重
要
な
版
種
で
あ
る

七

古
版
『
用
文
章
』
再
考
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が
、（
１
）（
２
）（
３
）
の
間
に
見
ら
れ
る
、
覆
刻
か
同
板
か
、
を
問
題
に
す
る

よ
う
な
き
わ
め
て
似
通
っ
た
版
式
と
は
明
ら
か
に
異
な
っ
て
お
り
、
く
わ
え
て
、

下
巻
だ
け
し
か
伝
存
し
て
い
な
い
。
よ
っ
て
今
回
の
比
較
検
討
の
対
象
か
ら
外
し

た
。

　
　
　

四　

比
較
の
結
果

　

別
表
は
、
以
上
の
い
わ
ゆ
る
『
新
用
文
章
』
の
各
種
伝
本
に
つ
い
て
、
刷
り
の

状
態
に
よ
っ
て
微
妙
に
異
な
っ
て
し
ま
う
文
字
の
抑
揚
や
線
の
太
さ
な
ど
を
除

き
、
明
ら
か
に
本
文
（
フ
リ
ガ
ナ
も
含
む
）
自
体
に
異
な
り
の
あ
る
十
一
箇
所
に

つ
い
て
、
そ
の
異
同
を
一
覧
し
た
も
の
で
あ
る
。

　

ご
覧
の
よ
う
に
、『〈
江
戸
〉
新
用
文
章
』（
架
蔵
本
①
）
と
酷
似
し
て
い
る
の

は
三
本
あ
っ
た
。

　

一
つ
は
、
題
簽
を
欠
き
外
題
を
明
ら
か
に
し
な
い
小
泉
本
①
。
第
一
章
で
触
れ

た
よ
う
に
、『〈
江
戸
〉
新
用
文
章
』（
架
蔵
本
①
）
と
同
じ
板
木
に
よ
っ
て
刷
ら

れ
た
伝
本
で
あ
り
、
当
然
の
結
果
で
あ
っ
た
。
異
同
項
目
２
の
「
十
二　

極
月

十
一
日
」
の
「
十
二
」
が
欠
け
て
い
る
が
、
刷
り
の
状
態
に
よ
っ
て
た
ま
た
ま
欠

け
て
し
ま
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　

あ
と
二
つ
は
、
旧
稿
で
指
摘
し
て
い
た
龍
大
本
と
、
今
回
あ
ら
た
に
判
明
し
た
、

同
版
で
、『〈
か
わ
り
〉
新
用
文
章
』
の
題
簽
を
も
つ
小
泉
本
④
で
あ
る
。
後
者
は
、

残
念
な
が
ら
、
第
十
七
丁
目
以
下
を
欠
き
、
異
同
項
目
の
７
か
ら
11
の
箇
所
が
同

じ
か
ど
う
か
を
確
か
め
る
こ
と
が
で
き
な
い
の
だ
が
、
１
か
ら
６
ま
で
の
項
目
が

す
べ
て
一
致
し
て
い
る
こ
と
は
や
は
り
無
視
で
き
な
い
。

　
『〈
江
戸
〉
新
用
文
章
』（
架
蔵
本
①
）
と
『〈
か
わ
り
〉
新
用
文
章
』
の
う
ち
の

龍
大
本
・
小
泉
本
④
は
、
子
細
に
比
べ
る
と
、
線
や
字
形
に
わ
ず
か
に
異
な
り
が

認
め
ら
れ
、
同
じ
板
木
に
よ
っ
て
刷
ら
れ
た
も
の
で
は
な
い
。
以
上
の
こ
と
か
ら

考
え
れ
ば
、『〈
江
戸
〉
新
用
文
章
』（
架
蔵
本
①
）
と
、『〈
か
わ
り
〉
新
用
文
章
』

の
う
ち
の
龍
大
本
・
小
泉
本
④
は
、
ど
ち
ら
か
が
元
版
で
、
ど
ち
ら
か
が
そ
れ
を

忠
実
に
覆
刻
し
た
関
係
に
あ
る
、
と
見
て
よ
い
の
だ
と
思
わ
れ
る
。

　

で
は
、
ど
ち
ら
が
元
版
で
、
ど
ち
ら
が
覆
刻
版
な
の
だ
ろ
う
か
。
元
版
と
覆
刻

版
を
区
別
す
る
一
つ
の
目
安
と
し
て
、
覆
刻
版
の
字
高
が
元
版
の
字
高
よ
り
短
く

な
る
、と
い
う
現
象
の
あ
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

（
９
）

そ
こ
で
、試
み
に
、『〈
江

戸
〉
新
用
文
章
』（
架
蔵
本
①
）
と
『〈
か
わ
り
〉
新
用
文
章
』
の
う
ち
の
小
泉
本
④
、

そ
れ
ぞ
れ
の
第
三
丁
か
ら
五
丁
ま
で
の
三
丁
分
に
つ
い
て
字
高
を
計
っ
て
み
た
。

　

第
三
丁
表
２
行
目

　
　
　
『〈
か
わ
り
〉
新
用
文
章
』（
小
泉
本
④
）
…
二
十
・
六
糎

　
　
　
『〈
江
戸
〉
新
用
文
章
』 　
（
架
蔵
本
①
）
…
二
十
・
四
糎

　

第
四
丁
表
２
行
目

　
　
　
『〈
か
わ
り
〉
新
用
文
章
』（
小
泉
本
④
）
…
二
十
・
三
糎

　
　
　
『〈
江
戸
〉
新
用
文
章
』 　
（
架
蔵
本
①
）
…
二
十
・
〇
糎

　

第
五
丁
表
２
行
目

　
　
　
『〈
か
わ
り
〉
新
用
文
章
』（
小
泉
本
④
）
…
二
十
・
五
糎

　
　
　
『〈
江
戸
〉
新
用
文
章
』 　
（
架
蔵
本
①
）
…
二
十
・
三
糎

わ
ず
か
で
は
あ
る
が
、『〈
か
わ
り
〉
新
用
文
章
』（
小
泉
本
④
）
の
方
が
『〈
江
戸
〉

新
用
文
章
』（
架
蔵
本
①
）
よ
り
若
干
字
高
の
長
い
こ
と
が
わ
か
っ
た
。

　

旧
稿
で
は
、龍
谷
大
学
本
『〈
か
わ
り
〉
新
用
文
章
』
と
の
比
較
に
よ
っ
て
、『〈
江

九

古
版
『
用
文
章
』
再
考



１三
丁
裏
４
行
目

『〈
江
戸
〉

　
　
新
用
文
章
』

　
　
　
架
蔵
本
①

『〈
江
戸
〉

　
　
新
用
文
章
』

　
　
　
小
泉
本
①

『〈
か
わ
り
〉

　
　
新
用
文
章
』

　
　
　
龍
谷
大
本

『〈
か
わ
り
〉

　
　
新
用
文
章
』

　
　
　
小
泉
本
③

『〈
か
わ
り
〉

　
　
新
用
文
章
』

　
　
　
小
泉
本
④

『
男
用
文
章
大
成
』

　
　
　

　
　
　
小
泉
本
⑤

逸
題
本
　
江
戸
版

　
　
　
小
泉
本
⑥

２五
丁
裏
４
行
目

３七
丁
裏
２
行
目

４八
丁
表
４
行
目

５十
丁
表
３
行
目

６十
一
丁
表
１
行
目

７十
九
丁
表
１
行
目

８十
九
丁
裏
４
行
目

９廿
丁
表
４
行
目

廿
一
丁
表
２
行
目

廿
二
丁
表
３
行
目
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廿
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を
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ぶ
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が
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ぶ
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ん
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滅
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摩
滅
）
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戸
〉
新
用
文
章
』
は
『〈
か
わ
り
〉
新
用
文
章
』
を
覆
刻
出
版
し
た
も
の
、
と
単

純
に
指
摘
し
た
。
結
果
的
に
、
今
回
の
調
査
に
よ
っ
て
も
大
き
な
見
当
違
い
で
は

な
か
っ
た
こ
と
が
わ
か
っ
た
が
、
新
た
に
『〈
か
わ
り
〉
新
用
文
章
』
の
伝
本
を

複
数
見
る
こ
と
が
で
き
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
の
中
で
比
較
的
流
布
し
た
の
で
は

な
い
か
と
思
わ
れ
る
龍
大
本
・
小
泉
本
④
の
版
種
の
『
か
わ
り
／
新
用
文
章
』
こ

そ
が
、『〈
江
戸
〉
新
用
文
章
』
の
元
版
で
あ
る
こ
と
が
確
証
で
き
た
。『〈
か
わ
り
〉

新
用
文
章
』
自
体
に
も
、
多
く
の
覆
刻
が
お
こ
な
わ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

　

残
念
な
が
ら
、
龍
大
本
・
小
泉
本
④
の
『〈
か
わ
り
〉
新
用
文
章
』
が
上
方
版

で
あ
る
か
ど
う
か
を
判
断
す
る
手
が
か
り
は
ほ
と
ん
ど
な
い
が
、
当
時
の
上
方
版

と
江
戸
版
の
関
係
か
ら
考
え
て
、上
方
で
流
布
し
て
い
た
『〈
か
わ
り
〉
新
用
文
章
』

（
龍
大
本
・
小
泉
本
④
）
を
元
に
、〈
か
わ
り
〉
と
い
う
角
書
を
〈
江
戸
〉
に
改
め
、

江
戸
の
松
会
が
覆
刻
し
て
出
版
し
た
も
の
が
『〈
江
戸
〉
新
用
文
章
』
と
い
う
版

本
な
の
で
あ
ろ
う
。

　
　
　

五　

お
わ
り
に

　
　
　
　
　

―
『〈
江
戸
〉
新
用
文
章
』
の
〈
江
戸
〉
意
識 

―

　
『〈
江
戸
〉
新
用
文
章
』
と
同
じ
よ
う
に
、
明
暦
頃
、
上
方
版
を
元
と
し
て
江
戸

の
本
屋
が
覆
刻
出
版
し
た
往
来
物
の
例
に
、『
人
倫
名
』（
承
応
三
年
刊
。
渡
邊
守

邦
氏
蔵
本
・
母
利
本
は
互
い
に
覆
刻
関
係
）
と
い
う
往
来
物
が
あ
る
。
拙
稿
「
古

版
往
来
物
に
お
け
る
〈
合
冊
再
刊
〉
に
つ
い
て
」）

（（
（

　

で
指
摘
し
た
よ
う
に
、
こ
れ

に
は
版
元
不
明
な
が
ら
、
い
か
に
も
江
戸
版
ら
し
い
版
下
を
そ
な
え
た
明
暦
二
年

刊
覆
刻
版
が
あ
る
。
江
戸
版
の
版
下
を
作
っ
た
筆
工
は
、
上
方
版
の
文
字
を
透
き

写
し
て
版
下
を
書
い
て
い
く
さ
い
、
文
字
の
線
の
抑
揚
を
強
調
し
、
運
筆
を
過
剰

な
ま
で
に
変
え
な
が
ら
上
方
版
の
書
風
を
変
え
て
い
っ
た
た
ふ
し
が
あ
る
。

　

し
か
し
、
こ
の
『〈
江
戸
〉
新
用
文
章
』
に
は
い
ま
だ
そ
の
よ
う
な
書
風
の
変

化
は
認
め
ら
れ
ず
、『〈
か
わ
り
〉
新
用
文
章
』
の
書
風
を
写
し
取
っ
て
い
く
忠
実

さ
だ
け
が
認
め
ら
れ
る
。
た
だ
、
松
会
は
そ
こ
に
ひ
と
つ
だ
け
新
し
い
試
み
を
設

け
て
い
た
。『〈
か
わ
り
〉
新
用
文
章
』
の
角
書
で
あ
る
「
か
わ
り
」
を
、「
江
戸
」

に
改
め
た
こ
と
で
あ
る
。

　

繰
り
返
し
言
う
よ
う
に
、
地
理
的
な
意
味
で
江
戸
の
こ
と
を
記
し
た
作
品
は
除

き
、明
暦
こ
ろ
ま
で
の
版
本
で
、作
品
内
容
と
関
わ
り
な
く
書
名
の
一
部
に「
江
戸
」

を
称
し
た
の
は
、
本
書
が
は
じ
め
て
の
試
み
で
あ
っ
た
ろ
う
。
明
暦
年
間
は
、
江

戸
の
本
屋
が
、
い
ま
だ
上
方
の
本
屋
の
強
い
影
響
下
に
あ
っ
た
時
代
で
あ
る
。
そ

の
中
か
ら
、
先
の
『
人
倫
名
』
を
出
版
し
た
本
屋
の
よ
う
に
、
少
し
ず
つ
、
独
自

に
上
方
離
れ
を
試
み
る
動
き
も
は
じ
ま
り
つ
つ
あ
っ
た
の
で
あ
る
。『〈
江
戸
〉
新

用
文
章
』
の
「
江
戸
」
も
ま
た
、ま
さ
に
そ
の
は
じ
ま
り
の
象
徴
な
の
で
あ
っ
た
。

　

注
（
１
）『
一
橋
論
叢
』
第
百
三
十
四
巻
第
四
号
・
平
成
十
七
年
刊
。

（
２
）『
人
文
・
自
然
研
究
』
第
一
巻
・
同
二
十
年
刊
。

（
３
）『
京
都
府
立
大
学
学
術
報
告
（
人
文
）』
第
六
十
四
号
・
同
二
十
四
年
刊
。

（
４
）『
和
漢
語
文
研
究
』
第
十
三
号
・
同
二
十
七
年
刊
。

（
５
）『
岐
阜
大
学
国
語
国
文
学
』
第
二
十
号
・
同
三
年
刊
。

（
６
）『
言
語
文
化
』
第
四
十
五
号
・
同
二
十
年
刊
。

（
７
）
岡
雅
彦
他
編
・
同
二
十
三
年
刊
・
勉
誠
出
版

一
一

古
版
『
用
文
章
』
再
考



（
８
）
往
来
物
倶
楽
部H

P

「
往
来
物
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」

http://w
w

w
.bekkoam

e.ne.jp/ha/a_r/indexB.htm

（
９
）
木
村
三
四
吾
「
俳
諧
七
部
集
初
版
本
考
（
一
、『
冬
の
日
』）」（『
ビ
ブ
リ
ア
』

　
　

第
四
十
六
号
・
昭
和
四
十
五
年
刊
）。

（
10
）『
東
海
近
世
』
第
十
五
号
・
平
成
十
七
年
刊
。

　

付
記

本
稿
は
、
平
成
三
十
年
度JSPS
学
術
研
究
助
成
基
金
助
成
金
に
よ
る
課
題
研
究

「
近
世
前
期
江
戸
出
版
界
に
お
け
る〈
江
戸
〉意
識
の
萌
芽
に
つ
い
て
の
研
究
」（
基

盤
研
究C

・18K
00321

）
に
よ
る
研
究
成
果
の
一
部
で
あ
る
。
小
泉
吉
永
氏
に

は
御
所
蔵
本
の
閲
覧
、
ま
た
写
真
掲
載
の
許
可
に
い
た
る
ま
で
多
大
な
ご
厚
情
に

あ
ず
か
っ
た
。
ま
た
龍
谷
大
学
図
書
館
に
は
所
蔵
資
料
の
複
製
写
真
を
い
た
だ
い

た
。
と
も
に
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
る
。

（
二
〇
一
八
年
七
月
十
日
受
理
）

（
も
り　

し
ろ
う　

文
学
部
日
本
・
中
国
文
学
科
教
授
）

一
二

京
都
府
立
大
学
学
術
報
告
「
人
文
」
第
七
十
号


